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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第54期

第２四半期
連結累計期間

第55期
第２四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 (千円) 7,732,980 8,382,851 17,234,018

経常利益 (千円) 584,134 829,120 1,775,401

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 408,821 576,255 1,213,068

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 397,407 652,218 963,709

純資産額 (千円) 10,545,542 11,634,503 11,059,364

総資産額 (千円) 17,821,958 19,572,716 18,819,522

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 116.85 164.70 346.72

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 59.2 59.4 58.8

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 1,302,842 447,148 2,201,086

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △500,422 △1,443,280 △1,030,531

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 815,578 429,369 605,096

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 4,376,141 3,971,506 4,528,310
 

 

回次
第54期

第２四半期
連結会計期間

第55期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 85.76 90.49
 

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（経営成績等の状況の概要）

当第２四半期連結累計期間における当社及び連結子会社（以下、当社グループ）の財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。
 

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費や設備投資は継続的に持ち直し、企業収益も総じ

て改善されるなど景気に緩やかな回復基調が見受けられました。しかしながら、原材料やエネルギー価格をはじ

めとした諸物価の上昇、国際金融市場の動向など、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

このような状況のなか、当社グループでは、当期より10次中期経営計画がスタートし、「ＲＳビジョン」実現

に向け、重点施策として「強化・拡大」、「変革・成長」、「構造改革」に取り組み、公共分野及び民間分野と

も受注拡大、製品・サービス強化、ならびに収益構造の改善に取り組んでまいりました。

また、ＩＣＴソリューションを通じて社会課題の解決に取り組み、地域や社会の進化・発展に貢献するための

取り組みを実施してまいりました。

「強化・拡大」では、全事業が堅調に推移し、売り上げ、利益に貢献いたしました。具体的には、公共分野に

おいて、自治体・警察向けソリューションビジネスの拡大に取り組んでまいりました。民間分野では、エネル

ギー事業において、大型ＳＩ案件に取り組むほか、組込事業においては、企業の業界構造の変化、投資意欲の回

復を背景に受注拡大に努めてまいりました。また、両分野において、法改正に伴うシステム改修案件への対応や

クラウドサービス拡大に取り組んでまいりました。

「変革・成長」では、民間分野において、製造業向けのお客さまのＤＸ支援として、ＡＭＯサービス
※１

強化

に取り組んでまいりました。

その結果、売上高は8,382,851千円（前年同期比8.4％増）、営業利益は834,650千円（前年同期比41.7％

増）、経常利益は829,120千円（前年同期比41.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は576,255千円（前

年同期比41.0％増）となりました。
 

 
※１ ＡＭＯ(Application Management Outsourcing)サービス：お客さまの業務システムを企画・設計から運用・保守までの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　システムライフサイクルを通してサポートするサービス

 
セグメントごとの業績は、以下のとおりです。

 
（公共事業セグメント）

公共事業セグメントは、自治体、警察、水道事業者向けのシステム販売や学校向けＩＣＴ環境整備等のシステ

ム機器・プロダクト関連販売などが堅調に推移いたしました。また、クラウドサービスやグループの総合力を活

かしたアウトソーシング・サービス等の情報処理サービス分野が堅調に推移したこと等により、売り上げ、利益

に貢献いたしました。

その結果、売上高は4,177,479千円（前年同期比8.0％増）、セグメント利益は822,467千円（前年同期比5.4％

増）となりました。

 
（社会・産業事業セグメント）

社会・産業事業セグメントは、車載系組込ソフトウェア開発支援業務、ガス事業者向け「ＧＩＯＳ
®
（ジーオ

ス）」のシステム販売や製造業向けＡＭＯサービスなどのＩＴエンジニアリングサービスが堅調に推移したこと

等により、ソフトウェア開発・システム販売分野が堅調に推移し、売り上げ、利益に貢献いたしました。

　その結果、売上高は4,205,372千円（前年同期比8.8％増）、セグメント利益は942,188千円（前年同期比

29.1％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産・負債・純資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は19,572,716千円（前連結会計年度末18,819,522千円）とな

り、753,194千円増加しました。流動資産は669,083千円減少し、10,259,688千円となりました。固定資産は

1,422,277千円増加し、9,313,028千円となりました。

流動資産の減少要因は、棚卸資産が381,008千円増加しましたが、現金及び預金が556,804千円、受取手形、売

掛金及び契約資産が540,768千円それぞれ減少したこと等によるものです。固定資産の増加要因は、建設仮勘定

が1,426,650千円増加したこと等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は7,938,213千円（前連結会計年度末7,760,158千円）となり、

178,055千円増加しました。流動負債は253,505千円減少し、4,266,312千円となりました。固定負債は431,560千

円増加し、3,671,900千円となりました。

流動負債の減少要因は、未払金が317,811千円減少したこと等によるものです。固定負債の増加要因は、長期

借入金が635,000千円増加したこと等によるものです。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は11,634,503千円（前連結会計年度末11,059,364千円）とな

り、575,139千円増加しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により利益剰余金が

499,283千円増加したこと等によるものです。

 
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ556,804千円減少し、3,971,506千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、447,148千円（前年同期は1,302,842千円）となりました。この主な要因は、

仕入債務が減少したことにより395,745千円の資金の減少がありましたが、税金等調整前四半期純利益829,011千

円の計上等の資金の増加があったこと等によるものです。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、1,443,280千円（前年同期は500,422千円）となりました。この主な要因は、

有形固定資産の取得による支出1,327,114千円の資金の減少があったこと等によるものです。

 
営業活動及び投資活動によるキャッシュ・フローをあわせたフリー・キャッシュ・フローは996,132千円の減

少（前年同期は802,419千円の増加）となりました。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、429,369千円（前年同期は815,578千円）となりました。この主な要因は、長

期借入れによる収入635,000千円の資金の増加があったこと等によるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は26,508千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2023年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(2023年11月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,510,000 3,510,000
　東京証券取引所
　スタンダード市場

単元株式数
100株

計 3,510,000 3,510,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年７月１日～
2023年９月30日

― 3,510,000 ― 1,966,900 ― 2,453,650
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(5) 【大株主の状況】

2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱ミツバ 群馬県桐生市広沢町１－2681 1,795 51.30

㈱横浜銀行
(常任代理人 ㈱日本カストディ銀行)

神奈川県横浜市西区みなとみらい３－１－１
(東京都中央区晴海１－８－12)

173 4.95

岡三証券㈱ 東京都中央区日本橋１－17－６ 114 3.26

ＣＡＣＥＩＳ ＢＡＮＫ／ＱＵＩＮＴ
ＥＴ ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ ＳＵＢ
ＡＣ ／ＵＣＩＴＳ ＣＵＳＴＯＭＥ
ＲＳ ＡＣＣＯＵＮＴ
（常任代理人　香港上海銀行東京支
店カストディ業務部）

１－３ ＰＬＡＣＥ ＶＡＬＨＵＢＥＲＴ
７５０１３ ＰＡＲＩＳ ＦＲＡＮＣＥ
（東京都中央区日本橋３－11－１）

83 2.39

日野 貞実 群馬県桐生市 70 2.01

セコム損害保険㈱ 東京都千代田区平河町２－６－２ 65 1.85

㈲サンフィールド・インダストリー 群馬県桐生市巴町２－1890－18 59 1.68

両毛システムズ従業員持株会 群馬県桐生市広沢町３－4025 58 1.66

吉田　知広 大阪府大阪市淀川区 46 1.33

桐生瓦斯㈱ 群馬県桐生市仲町３－６－32 40 1.15

㈱柳栄精工 群馬県桐生市広沢町７－5050－１ 40 1.15

計 － 2,547 72.80
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 11,300
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,497,000
 

34,970 ―

単元未満株式 普通株式 1,700
 

― ―

発行済株式総数 3,510,000 ― ―

総株主の議決権 ― 34,970 ―
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② 【自己株式等】

  2023年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱両毛システムズ
群馬県桐生市広沢町
３－4025

11,300 ― 11,300 0.32

計 ― 11,300 ― 11,300 0.32
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１. 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2023年７月１日から2023年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2023年４月１日から2023年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、新宿監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 4,708,310 4,151,506

  受取手形、売掛金及び契約資産 4,114,677 ※1  3,573,908

  リース投資資産 1,014,163 842,629

  棚卸資産 ※2  277,307 ※2  658,315

  その他 814,624 1,033,567

  貸倒引当金 △311 △239

  流動資産合計 10,928,771 10,259,688

 固定資産   

  有形固定資産   

   建設仮勘定 1,731,619 3,158,270

   その他 2,454,455 2,429,551

   有形固定資産合計 4,186,075 5,587,821

  無形固定資産   

   ソフトウエア 361,040 313,669

   ソフトウエア仮勘定 10,782 18,308

   その他 924,519 823,160

   無形固定資産合計 1,296,341 1,155,138

  投資その他の資産   

   退職給付に係る資産 1,764,333 1,820,260

   その他 644,542 750,350

   貸倒引当金 △542 △542

   投資その他の資産合計 2,408,333 2,570,068

  固定資産合計 7,890,750 9,313,028

 資産合計 18,819,522 19,572,716

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 562,857 520,203

  未払金 1,137,760 819,949

  未払法人税等 413,647 261,544

  賞与引当金 861,018 750,835

  役員賞与引当金 14,360 10,742

  受注損失引当金 67,589 183,315

  その他 1,462,583 1,719,722

  流動負債合計 4,519,818 4,266,312

 固定負債   

  長期借入金 1,500,000 2,135,000

  リース債務 1,461,020 1,226,620

  退職給付に係る負債 2,502 2,395

  資産除去債務 145,000 145,000

  その他 131,817 162,884

  固定負債合計 3,240,340 3,671,900

 負債合計 7,760,158 7,938,213
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,966,900 1,966,900

  資本剰余金 2,453,650 2,453,650

  利益剰余金 6,840,101 7,339,384

  自己株式 △8,947 △9,054

  株主資本合計 11,251,703 11,750,879

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 31,377 88,703

  為替換算調整勘定 △5,748 7,076

  退職給付に係る調整累計額 △217,968 △212,155

  その他の包括利益累計額合計 △192,339 △116,376

 純資産合計 11,059,364 11,634,503

負債純資産合計 18,819,522 19,572,716
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 7,732,980 8,382,851

売上原価 5,693,040 6,032,904

売上総利益 2,039,939 2,349,946

販売費及び一般管理費   

 給料及び手当 477,648 464,844

 賞与引当金繰入額 180,275 169,009

 役員賞与引当金繰入額 18,412 5,803

 退職給付費用 △853 12,660

 その他 775,525 862,978

 販売費及び一般管理費合計 1,451,009 1,515,296

営業利益 588,930 834,650

営業外収益   

 受取利息 334 831

 受取配当金 3,673 3,674

 受取賃貸料 3,903 3,935

 転リース差益 4,729 3,999

 その他 8,635 1,730

 営業外収益合計 21,276 14,171

営業外費用   

 支払利息 15,927 15,676

 賃貸収入原価 503 591

 為替差損 - 1,498

 解約金 6,000 -

 その他 3,642 1,935

 営業外費用合計 26,072 19,702

経常利益 584,134 829,120

特別利益   

 固定資産売却益 - 0

 特別利益合計 - 0

特別損失   

 固定資産除却損 1,439 109

 特別損失合計 1,439 109

税金等調整前四半期純利益 582,695 829,011

法人税等 173,873 252,755

四半期純利益 408,821 576,255

親会社株主に帰属する四半期純利益 408,821 576,255
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 408,821 576,255

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △13,014 57,325

 為替換算調整勘定 17,014 12,824

 退職給付に係る調整額 △15,413 5,812

 その他の包括利益合計 △11,414 75,962

四半期包括利益 397,407 652,218

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 397,407 652,218
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 582,695 829,011

 減価償却費 218,896 215,297

 無形固定資産償却費 220,090 189,411

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △106,003 △47,768

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △174 △279

 賞与引当金の増減額（△は減少） 34,441 △111,101

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） 4,002 △3,617

 受注損失引当金の増減額（△は減少） 27,646 115,725

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 10 △72

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,000 -

 受取利息及び受取配当金 △4,007 △4,506

 支払利息 15,927 15,676

 固定資産売却損益（△は益） - △0

 固定資産除却損 1,439 109

 売上債権の増減額（△は増加） 153,809 493,428

 棚卸資産の増減額（△は増加） 29,840 △381,008

 リース投資資産の増減額（△は増加） 251,580 171,533

 その他の流動資産の増減額（△は増加） 4,737 △109,022

 仕入債務の増減額（△は減少） 3,209 △395,745

 未払費用の増減額（△は減少） 10,461 △16,000

 リース債務の増減額（△は減少） △308,149 △207,099

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 333,264 107,275

 その他の固定負債の増減額（△は減少） △145 △69

 その他 △2,558 △2,664

 小計 1,470,012 858,513

 利息及び配当金の受取額 4,009 4,507

 利息の支払額 △15,932 △15,664

 法人税等の支払額 △155,247 △400,208

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,302,842 447,148

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △170,000 △170,000

 定期預金の払戻による収入 170,000 170,000

 投資有価証券の取得による支出 △127 △131

 投資その他の資産の増減額（△は増加） △71,957 △75,704

 有形固定資産の取得による支出 △313,250 △1,327,114

 有形固定資産の売却による収入 - 0

 無形固定資産の取得による支出 △115,086 △40,330

 投資活動によるキャッシュ・フロー △500,422 △1,443,280

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入れによる収入 - 635,000

 リース債務の返済による支出 △153,876 △160,612

 セール・アンド・リースバックによる収入 1,042,262 32,172

 配当金の支払額 △72,807 △77,082

 その他 - △107

 財務活動によるキャッシュ・フロー 815,578 429,369

現金及び現金同等物に係る換算差額 12,159 9,959

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,630,156 △556,804

現金及び現金同等物の期首残高 2,745,984 4,528,310

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  4,376,141 ※1  3,971,506
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形等の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形等が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

電子記録債権 －千円 1,145千円
 

 

※２ 棚卸資産の内訳は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

仕掛品 260,934千円 647,259千円

原材料及び貯蔵品 16,372  11,056  
 

 
３　 偶発債務

当社は、2018年10月26日付（訴状送達日：2018年11月15日）で、株式会社オージス総研から報酬及び損害賠

償金として総額3,409,520千円並びにこれに対する遅延損害金の支払を求める訴訟の提起を受けております。

本件訴訟は、株式会社オージス総研がエンドユーザから受注し、当社に対して発注した、電力自由化に向け

た、エンドユーザのシステム開発プロジェクトに関し、開発したシステムに瑕疵があることを理由とする債務

不履行等に基づく損害賠償の支払い、株式会社オージス総研がこれに関する当社の業務を支援したことを理由

とする商法第512条に基づく報酬の請求並びにそれらの遅延損害金の支払いを要求するものであります。

当社は今後の訴訟手続きにおいて、当社の正当性が全面的に受け容れられるよう主張し争う方針です。

なお、本件訴訟が当社グループの今後の業績に与える影響につきましては、現時点で合理的に予測すること

は困難であります。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

現金及び預金 5,256,123千円 4,151,506千円

流動資産　その他 300,017 － 

預入期間が３か月超の定期預金 △180,000 △180,000 

担保差入定期預金 △1,000,000 － 

現金及び現金同等物 4,376,141 3,971,506 
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年９月30日)
 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年５月10日
取締役会

普通株式 69,974 20 2022年３月31日 2022年６月23日 利益剰余金

 

 
　　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年10月25日
取締役会

普通株式 52,480 15 2022年９月30日 2022年12月２日 利益剰余金

 

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年９月30日)

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月９日
取締役会

普通株式 76,972 22 2023年３月31日 2023年６月22日 利益剰余金

 

 
　　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年10月24日
取締役会

普通株式 59,477 17 2023年９月30日 2023年12月４日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

 【セグメント情報】

 Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

公共事業 社会・産業事業

売上高      

ソフトウェア開発・システム販売 668,298 2,078,106 2,746,405 － 2,746,405

情報処理サービス 2,478,024 1,351,067 3,829,092 － 3,829,092

システム機器・プロダクト関連販売 713,309 419,148 1,132,457 － 1,132,457

その他の情報サービス 9,121 15,903 25,024 － 25,024

顧客との契約から生じる収益 3,868,754 3,864,226 7,732,980 － 7,732,980

その他の収益 － － － － －

 外部顧客への売上高 3,868,754 3,864,226 7,732,980 － 7,732,980

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ － － － －

計 3,868,754 3,864,226 7,732,980 － 7,732,980

セグメント利益 780,576 729,961 1,510,538 △921,608 588,930
 

 

(注) １. セグメント利益の調整額△921,608千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

△158,114千円及び全社費用△763,493千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 
 Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

公共事業 社会・産業事業

売上高      

ソフトウェア開発・システム販売 615,412 2,425,360 3,040,772 － 3,040,772

情報処理サービス 2,717,289 1,323,616 4,040,905 － 4,040,905

システム機器・プロダクト関連販売 829,785 441,986 1,271,771 － 1,271,771

その他の情報サービス 14,992 14,408 29,401 － 29,401

顧客との契約から生じる収益 4,177,479 4,205,372 8,382,851 － 8,382,851

その他の収益 － － － － －

 外部顧客への売上高 4,177,479 4,205,372 8,382,851 － 8,382,851

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

－ － － － －

計 4,177,479 4,205,372 8,382,851 － 8,382,851

セグメント利益 822,467 942,188 1,764,656 △930,005 834,650
 

 

(注) １. セグメント利益の調整額△930,005千円には、各報告セグメントに配分していない製造補助部門費

△95,554千円及び全社費用△834,451千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

１株当たり四半期純利益(円) 116.85 164.70

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

408,821 576,255

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益(千円)

408,821 576,255

普通株式の期中平均株式数(千株) 3,498 3,498
 

 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

第55期（2023年４月１日から2024年３月31日まで）中間配当について、2023年10月24日開催の取締役会において、

2023年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                             59,477千円

②　１株当たりの金額      　                17円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日  　 2023年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

 

2023年11月８日

株式会社両毛システムズ

取締役会 御中

 

新宿監査法人
 

東京都新宿区
 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 田　　中　　信　　行  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 壬　　生　　米　　秋  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社両毛シ

ステムズの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から

2023年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社両毛システムズ及び連結子会社の2023年９月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
強調事項

注記事項（四半期連結貸借対照表関係）３偶発債務に記載されているとおり、会社が開発したシステムに瑕疵がある

ことを理由にして発注企業から損害賠償等を求める訴訟が提起されている。当該訴訟の今後の進行状況等によっては、

会社の連結業績に影響が生じる可能性がある。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

EDINET提出書類

株式会社両毛システムズ(E04855)

四半期報告書

19/20



 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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